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（公財）せたがや文化財団  世田谷文化生活情報センター  生活工房
〒154-0004  東京都世田谷区太子堂4-1-1  キャロットタワー
TEL 03-5432-1543／FAX 03-5432-1559

お問い合わせ

Design: Nakazo Katayama

施設案内

音響・映像設備を備え、講習会や会議
を行うことができます（定員48名）。A・B
の仕切りを外せば最大120名収容（机使
用時は108名）。

セミナールーム A・B
生活工房受付5F

「A」はキッチンや調理器具などを備えた
“ものづくり”スペース。「B」は可動パネ
ルにより多様な展示に対応したスペース。

ワークショップルーム A・B4F

特設ジオラマを使って映像作品を上映。
上映スケジュールはホームページでご確
認下さい。

八角堂2F

生活や文化に関する様々なデザインを
独自の視点で提案・発信する展示スペー
ス。新たな発見が暮らしを彩ります。

生活工房ギャラリー

3F
世田谷で活動する市民活動団体のため、
打合せや作業スペース、プリンタや印刷
機などを備えています。

市民活動支援コーナー

◦トイレにはおむつ交換台があります。個室にチャイルドシートはありません。
◦5Fには授乳室、3Fの多目的トイレにはオストメイト用設備を備えています。
施設のご利用について　詳しくは生活工房ホームページをご覧ください。

2017年に何かを「みっける」ため、カメラで日常を切り取り続
けたワークショップ「みっける365日」。そんなワークショップを経
験した参加者らの1年間を、高速で追い続けるユニークな展覧
会が始まります。
「みっける365日」は、365日分の写真を高速スライドショーに
して発表するプログラムです。2016年の年末に呼びかけて集
まった参加者は25名。参加者らは、「みっける写真道場 !!」主
宰の北川貴好さんをはじめとしたサポート・アーティスト4組によ
るゼミ単位のワークショップを受講したほか、占い師によるタロッ
ト占いや横浜への遠足といった数 の々イベントも経験しました。
人生80年とするなら、そのなかの1％以上にもなる365日の旅
を終えて、はたして彼らは何を「みっけた」のでしょうか。
本展では、そうした「人生の1％」の軌跡と成果を発表します。
十人十色の365日を一挙に展示する会場には、今までにない
光景が広がっていることでしょう。サポート・アーティストらがディ
レクションする空間とともに、あなたの思いもよらない誰かの「人
生の1％」を紹介します。
その他、サポート・アーティスト4組が本展のイントロダクション

として制作した作品も上映します。写真を撮って繋いだ作品が
交錯する会場を後にしたとき、誰もがこれからの365日をみっけ
る旅に出ていることでしょう。

日本人の暮らしのなかで息づく「赤」。
赤という色は、古代より祝事や魔除けの意味を持ち、日本独

自の伝統文化として美しさと豊かさを受け継いできました。この
春に開催した「赤をめぐる旅」展（2017.4.5→5.14）は、日本
の伝統色「赤」の多彩な表現に着目して、原材料をはじめ、染
織、江戸化粧など様 な々領域の専門家のお話と、そこに込めら
れた日本人の願いについて、衣服造形家・眞田岳彦さんととも
に紐解いた企画展でした。
今回のvol.2では、現代に受け継がれる「水引」の伝統に目

を向けながら、東京（日本橋）、長野（飯田）、石川（金沢）、福井
（越前）、京都（下京区）の取材を通じて、地域の風土や自然に
育まれた、日本の衣服／繊維文化における「赤と祝い」の物語
を探っていきます。
水引は主に冠婚葬祭の場で使用されますが、そのなかでも

赤い水引は特別な結び方を施すことで、祝いの心をあらわしま
す。祝いの象徴として、赤色と細い紙糸を用いる伝統の文化は、
どのようにして生まれたのでしょうか。
会場では、眞田岳彦さんが赤い水引に

かかわる土地をめぐった様子とともに、日
本各地の特徴的な水引の品や、眞田さん
が新たに制作した作品を展示し、日本人の
「祝う心」や「願い」について紹介します。

撮って、繋いだ、誰かの1年。
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作品ディテール：眞田岳彦 撮影：金子千裕

EXHIBITION ※関連イベントは中面をご覧くださいEXHIBITION ※関連イベントは中面をご覧ください
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Nキャロットタワー 2～5F

生活工房

カワルンクラシー

クラシー&カワルンが
レポートする

特集ページもみてね！

赤い水引に込められた日本人の祝う心

2018 EVENT GUIDE
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「みっける365日」展  アーティストと探す「人生の1％」

2.24（土） 3.18（日）　月曜休み　
11:00～19:00　入場無料　会場：ワークショップルームA・B／生活工房ギャラリー
サポート・アーティスト：北川貴好、青山悟、キュンチョメ、タノタイガ

2017 12.20（水） 2.4（日）　（12.29→1.3は休館）　

9:00～20:00　入場無料　会場：生活工房ギャラリー

眞田岳彦ディレクション／衣服・祝いのカタチ vol.2

赤をめぐる旅展  祝いの水引結び

みる しる つくる 暮らしがかわる。
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生活工房「市民活動支援コーナー」の日常的な活動について、さまざまな
登録団体の制作した作品やパネルを通して紹介する展覧会です。

市民活動支援コーナーの日々展2018
3.23（金） 4.15（日）　9:00～20:00　入場無料　

会場：生活工房ギャラリー

主催  市民活動支援コーナー

参加費  無料　申込  不要、直接会場へ

朗読講座受講生による公開発表会。ことばが開く豊かな時間を体感してく
ださい。

豊かなことばの世界  朗読発表会
3.4（日）　13:30開演　会場： セミナールームA・B

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

会場：セミナールームA　
受講料（4回分）：一般20,500円、せたがやアーツカード会員18,500円／15名（申込先着）
問・申込：（一財）NHK放送研修センター
TEL. 03-3415-7121（受付時間9:00～18:00  年末年始休業12.29→1.3）

HP  http://www.nhk-cti.jp/

朗読講座  豊かなことばの世界
暮らしを豊かにすることばの世界を「朗読」を通して楽しむ講座です。NHK
日本語センターアナウンサーが、声の出し方、聞き手に伝えるための読み方
を丁寧に指導します。

水曜講座（午前・午後）　〈名作を読む〉
1.31（水） 2.7（水） 14（水） 21（水）  各回10:30～12:30／13:30～15:30

講師：岩井正（NHK日本語センター）　作品：向田邦子著『父の詫び状』

1

木曜講座（午後）　〈はじめての朗読〉
1.18（木） 25（木） 2.1（木） 22（木）　各回13:30～15:30

講師：秋山隆（NHK日本語センター）　作品：加納朋子著『モノレールねこ』
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金曜講座（午後）　〈はじめての朗読〉
1.19（金） 26（金） 2.2（金） 16（金）　各回13:30～15:30

講師：金野正人（NHK日本語センター）　作品：寺田寅彦著『夏目漱石先生の追憶』
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自然の営みと人の関わりを紹介する映像作
品（約5分）を上映します。上映スケジュー
ルや詳細はホームページをご覧ください。

森・里・海の連環による豊かな海づくり

「レリーフジオラマ」上映会
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入場無料

会場： キャロットタワー2F・八角堂

●電話  03-5432-1543  ●往復ハガキ／メール［希望イベント名・希望日・住所・
氏名・年齢（学生は学校名・学年も）・電話番号を明記の上、下記宛先まで］
ハガキ：154-0004  世田谷区太子堂4-1-1キャロットタワー  生活工房宛
メール：info@setagaya-ldc.net（件名に希望イベント名を明記）

ワークショップ／セミナーの申込方法
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イシス編集学校╳生活工房　情報編集力連続講座

3日で編集力を身につける

共催  イシス編集学校　
参加費  5,000円／40名（申込先着）　
申込  1月5日10:00より電話かメールにて

「情報」を自分自身で収集しながら、
新しい見方や思考方法をワークショッ
プで体験する連続講座です。情報を
組み合わせ、独創的な発想や相手に
伝わる表現といった「編集力」の向
上を試みます。

2.18（日） 25（日） 3.4（日）　14:00～16:30　※3回完結　

会場：セミナールームA・B（2月18、25日）
 イシス編集学校「本

ほん

楼
ろう

（世田谷区赤堤）」（3月4日）

第5回世田谷区芸術アワード“飛翔” 
生活デザイン部門受賞展覧会

世田谷を“はかる”プロジェクト 2017-2018
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生活デザイン部門受賞者の吉川美鈴＋川上
恭輔による、“はかる”ことから、まちのよさ
に触れるきっかけをつくり、世田谷を再発見
するプロジェクト。“はかる”の視点で世田
谷のまちの境界を見つめなおし、インスタ
レーションとして展示に展開します。

2.9（金） 2.18（日）  
9:00～20:00  入場無料　
会場：生活工房ギャラリー

水引制作：眞田岳彦

2017 12.20（水） 2.4（日）　
（12.29→1.3は休館）

9:00～20:00　入場無料　
会場：生活工房ギャラリー

眞田岳彦ディレクション／衣服・祝いのカタチ vol.2

赤をめぐる旅展  祝いの水引結び
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赤い水引にかかわる土地をめぐり、
日本人の「祝う心」や「願い」を様々
な展示物と眞田岳彦さんの作品とと
もに紹介する展覧会です。
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日本人と祝い  トークイベント

講師  赤坂憲雄（民俗学者）、眞田岳彦（衣服造形家・本企画ディレクター）　　
対象  一般（高校生以上）　参加費  500円／40名（申込先着）　申込  電話かメールにて

1.21（日）　14:00～16:00　会場：セミナールームA・B

日本人が「祝いの文化」に込めた技と美意識についてお話を伺います。
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※詳細は1月中旬にホームページでお知らせします。

企画進行  株式会社世田谷社　対象  NPOのスタッフ・役員など　
参加費  各回1,000円（1団体から複数参加の場合、2人目から半額）／各30名（申込先着）　
申込  1月25日10:00より電話かメールにて

団体活動におけるコミュニティづくりの大切さと、メンバーや外部の人材（プ
ロボノ）を惹きつけ、ともにコミュニティづくりを進めていく実践的な方法に
ついて学びます。各日ごとでも参加できますが、両日の参加が効果的です。

NPO・市民活動のためのステップ・アップ講座

組織づくりのための
ヒント／コツを学ぼう！！
第3回「メンバーを惹きつける方法を学ぶ（仮）」

3.6（火）　19:00～21:30　会場：セミナールームA・B

第4回「プロボノを活用する方法を学ぶ（仮）」

3.13（火）　19:00～21:30　会場：セミナールームA・B

昨年開催より

在日外国人との文化交流会を開催。アトラク
ションやお茶・和服着付けなどを体験しなが
ら互いの理解を深めます。在日大使館や各
国の国際ブースで展示販売もあります。

国際交流 in せたがや 2018EV
EN
T 2.10（土）　13:00～15:30　

会場：ワークショップルームA・B

共催  世田谷海外研修者の会　参加費  1,000円（飲み物・菓子代込み）　
申込  1月30日までに世田谷海外研修者の会・津森（TEL/FAX 03-3324-1408）へ
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365日の写真を撮りため、何かを「みっ
ける」ワークショップの成果発表展。
「人生80年のなかの1％」を、ゼミ活
動で作品に仕上げた参加者たち。高
速スライドショーという「みっける」
の手法に独自の解釈を加える、サポー
ト・アーティスト4組のディレクション
も必見の展覧会です。

「みっける365日」展
アーティストと探す「人生の1％」

2.24（土） 3.18（日）　月曜休み　11:00～19:00　入場無料   

会場： ワークショップルームA・B／生活工房ギャラリー
サポート・アーティスト：北川貴好、青山悟、キュンチョメ、タノタイガ

※そのほかにも関連イベントを予定しています。詳細は1月下旬にホームページでお知らせします。

北川貴好プレゼンツ
占い師とめぐる全体講評会  セミナー

講師  北川貴好（同上）、大塚ひさよ（占い師）、森田幸江（みっける探偵）
参加費  500円／30名（当日先着）　申込  不要、当日会場へ

3.3（土）　19:00～20:30　会場：ワークショップルームA

「みっける365日」が縁で知り合った占い師による公開講評会。占い師のコメントは、
北川貴好さんが即興でドローイングしていきます。これからの365日に向けたユニー
クな講評会、ぜひ足をお運びください。
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「みっける」って、なんなん？  トークイベント

講師  北川貴好（美術家／「みっける写真道場 !!」師範）、石田喜美
（教育学者）ほか　参加費  無料／50名（当日先着）　
申込  不要、当日会場へ

本展のオープニング企画として、教育学者でありアート・プ
ロジェクトの現場にも携わる石田喜美さんを迎えてトークイ
ベントを開催します。「みっける365日」を事例に、暮らしに
潜む表現の可能性を開きます。

講師：石田喜美（教育学者）

2.24（土）　14:00～15:30　会場：セミナールームA・B

講師：北川貴好（美術家）

※詳細は2月上旬にホームページでお知らせします。

3.24（土） 31（土）　※予定　
会場：ワークショップルームA・B
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企画進行  下中菜穂（造形作家・もんきり研究家）、丹羽朋子（文化人類学者）
協力  （公財）下中記念財団

20世紀の映像百科事典「エンサイク
ロペディア・シネマトグラフィカ」の
映像群に生命の根源的な営みを学
ぶワークショップシリーズの第3弾。
身体全体を使って映像を「観る」こと
を試みます。

映像のフィールドワーク・ラボ vol.3

©公益財団法人下中記念財団

3.11（日） 11:00～16:00　

3.25（日） 10:00～17:00　

※全2回完結
時間は変更になる場合があります。
会場：東京都立総合工科高等学校（3月11日）
 トヨタ東京自動車大学校（3月25日） 撮影：三浦康史
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企画進行  日本EVクラブ　共催  東京都立総合工科高等学校、トヨタ東京自動車大学校
対象  小学6年生～中学3年生（世田谷区在住在学）　参加費  3,500円／30名 (抽選 )
申込  1月25日より往復ハガキにて（2月28日必着）

世田谷の交通と地球環境・エネルギーの問題を知り、次世代自動PHVやパー
ソナルモビリティとしての理解を深めて、ERK（エレクトリックレーシングカート）
の組立体験及び試乗をします。

中学生次世代車教室2018


